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ポストバイオエタノールの期待背負うバイオブタノール
化石燃糾が乏しいわが閣にお

いて、戦闘機を飛ばすための燃

料を畑のイモなどから、発隊総

書室しようとしていた時代があっ

たのをご存じだろうか。第二次

世界大戦末期、海耳Eを中心に研

究していたアセトン・プタノー

ル (ABE)発酵のことだ。

昨今、パイオマスエネルギー

への期待が高まっている。積々

のパイオ総務が穆の話oにな

り、とくにパイオエタノールIま

ガソリン代穆燃焼として期待さ

れている.

だが、エタノールは親水伎が

高いために輸送・保管中の7)(の

混入が問題視され、エネルギー

密度もガソリンに比べて低い。

燃料としての高い僻価

一方、プタノールはエタノー

ルよりもエネルギ』密度がitri
く、議水位であるため、エタノ

ールと比べ氷の混入もしにく

く、燃糾としての務価i立高い.

化成品飯事ヰとしてもm裂な化学

物質管、石油由来ではないバイ

オプタノールの市織化は、大変

期待される。だが、磁体への怒

伎がエタノールよりも強く、発

移住麗性がエタノールと比べて

著しく低い。

高プタノール生産自由

生産性向上のため、佐賀大農

学部の小林元太准教授を中心、

に、力洲大大学院農学研策協の

吉野貞蔵准教授と花弁袋三准教

綬、東京農業大応用生物税学部

の中山俊ー助教らのグループ

l立、新エネルギー・麓業技術総

合側発縫嫌 (NEDO)の受託

研究で、it1i業妓術総合研箆所と

共同liIIヲEを笑絡した。

アセトンE羽生を飢えた高性能

ABE発酵磁株の育鍾や、 ifli効
!llABE発事事生E量プロセスの開

発およびパイオインフオマティ

クス技術を応用したABE発隊
の代謝制御解析など、多箇的な

アプローチを行っている.

見直されるABE発湾

数サ匂の隠を緩て、第二次世

界大戦末期に研究されたABE
発酵が、化石揮官料に依存しない

新たなエネルギー生産法として

見E草されてきたのも不思議な巡

り合わせだ。

当時なかった近年の遺伝子改

変技術の向上は、舗々 の遺伝手
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を標的としたブタノール耐性付

与を可飽日こし、遺伝子発現のソ

ルベン卜生産および耐性向上へ

の寄与を鮮側することを可飽に

した。ゲノム情報や動的感度解

析を組み込んだ代謝工学解析な

どの応用により、バイオプタノ

ールの実用化もそう速くない未

来にあるかもしれない.
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l 次回は6月20日に縄えJ


